
  

 

 

平
成
二
十
一
年
度
定
期
総
会
開
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国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
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    今後のスケジュール 

胸
章
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
入

学
の
お
祝
い
な
の
」
と
説

明
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

方
々
の
笑
顔
が
と
て
も
素

敵
で
し
た
。 

 

和
歌
山
大
会
に
向
け
て 

学
校
・
生
徒
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
三
位
一
体
と
な
る
活

動
が
、
和
歌
山
大
会
の
分

科
会
テ
ー
マ
で
あ
る
『
学

校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
に
と

っ
て
も
マ
ッ
チ
し
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
信
に
よ
り
、

変
わ
っ
て
い
く
学
校
、
そ

し
て
生
徒
も
変
わ
っ
て
い

く
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
変
革
を
し
て
い

っ
た
の
か
、
和
歌
山
大
会

で
の
発
表
が
大
変
楽
し
み

と
な
り
ま
し
た
。 

 
投票中の単Ｐ会長さん 

３
月
10

日
、
朝
は
小
雪

の
舞
う
中
、
和
歌
山
大
会

に
向
け
て
の
意
気
込
み
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め

都
立
板
橋
高
校
に
訪
問
し

ま
し
た
。 

 板
高
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

昨
年
度
か
ら
『
学
校(

教

員)

・
生
徒
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
』

の
三
組
織
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
用
い
な
が
ら
、
お

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
年
５
回
開
催
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、

子
ど
も
と
の
世
代
間
の
ギ

ャ
ッ
プ
、
親
た
ち
の
思
い
、

ま
た
先
生
方
の
考
え
な

ど
、
お
互
い
の
距
離
が
少

し
ず
つ
近
く
な
り
、
さ
ら

に
風
通
し
も
良
く
な
っ
た

と
伺
い
ま
し
た
。 

 胸
章
の
復
活 

 

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

一
度
制
服
が
廃
止
に
な
っ

た
後
、
無
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
胸
章
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
力
で
復
活
さ
せ
た
と
言

う
お
話
。
80

年
の
歴
史
が

あ
る
母
校
に
、
誇
り
を
持

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

の
詰
ま
っ
た
、
撫
子
と
ペ

ン
が
モ
チ
ー
フ
の
校
章
を

象
っ
た
胸
章
。
「
今
で
は
、 

 

平
成
24

年
３
月
７
日
、

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

て
平
成
24

年
度
会
長
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
立
候
補
者
は
、
23

年

度
会
長
を
務
め
た
西
部
南

地
区
の
南
村
和
良
氏
ひ
と

り
だ
け
で
、
信
任
投
票
の

結
果
、
24

年
度
も
引
き
続

き
南
村
氏
が
都
高
Ｐ
連
の

舵
取
り
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

23

年
度
に
お
い
て
は
、

と
く
に
広
報
と
委
員
会
活

動
の
充
実
、
地
区
Ｐ
へ
の

活
動
支
援
な
ど
一
定
の
成

果
を
上
げ
な
が
ら
も
、「
ま

だ
取
り
組
み
途
上
に
あ

る
」
と
い
う
の
が
南
村
氏

の
判
断
で
す
。
２
期
目
と

な
る
24

年
度
で
、
よ
り
一

層
の
活
動
充
実
を
め
ざ
し

ま
す
。 

  
 

第
62

回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会 

和
歌
山
大
会 

 

 

全
国
大
会
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足 

都
立
板
橋
高
校
へ
、
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

平
成
24
年
度 

会
長
選
挙 

信任投票結果 
 

・全投票構成数 65票 

・有効投票数  64票 

・無効投票数   1票 

・信任投票数  64票 

・不信任投票数  0票 

※過半数は 32 票となり、 

信任されました。 

 
南村和良氏 

第 62回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会 

和歌山大会 

 
(和歌山大会事務局より大会ロゴ使用許可済み) 

○日程 

Ｈ24．8．23(木)～8．24(金) 

○メインテーマ 

  和をもって響き合え！ 

○サブテーマ 

  ～つれもて広げる 共育の輪～ 

○第１分科会テーマ 

  学校教育とＰＴＡ 

～社会性を身につけ「生きる力」    

を育む教育と PTA活動～ 

古山校長、副校長、生徒会長、Ｐ
ＴＡ役員という強力な体制とな
ったプロジェクトチーム 
 

インタビューの様子 
全国大会出場の準備に向けて、熱い
思いで語るプロジェクトチーム 



  
 

都高Ｐ連・中部北地区協賛 

東日本大震災 復興支援活動 

福島原子力発電所災害に 

派遣されて 

大山高校ＰＴＡ講演会 

渡
辺
３
佐
は
、
発
災
直

後
の
３
月
19

日
か
ら
47

日
間
、
陸
上
自
衛
隊
の
化

学
職
種
の
幕
僚
と
し
て
、

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル

へ
の
放
水
及
び
除
染
（
車

両
や
人
に
付
着
し
た
放
射

性
物
質
を
水
で
洗
い
流
す

事
）
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
渡
辺
３
佐
は
、
被
災

し
た
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
へ
４
回
立
ち
入
り
、

現
地
を
確
認
し
て
い
ま

す
。 講

演
会
の
最
後
に
は
、

「
放
射
性
物
質
を
洗
い
流

し
た
水
は
ど
う
し
た
の

か
」「
福
島
の
野
菜
等
は
食

べ
て
大
丈
夫
な
の
か
」
等

活
発
な
質
問
が
参
加
者
か

ら
あ
り
、「
放
射
性
物
質
を 

 

 

講
演
会
に
対
し
て
質
問
す
る 

保
護
者
（
高
田
さ
ん
） 

洗
い
流
し
た
水
は
集
め
て

保
管
し
て
い
る
」「
野
菜
は

検
査
し
て
出
荷
し
て
い
る

し
、
表
面
に
つ
い
て
い
る

放
射
性
物
質
は
洗
え
ば
安

全
で
す
」
と
の
的
確
な
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
し
た
保
護
者
か
ら

は
、「
高
校
生
の
自
分
の
子

供
に
も
聞
か
せ
た
か
っ

た
」「
日
頃
聞
け
な
い
貴
重

な
話
し
を
聞
け
て
良
か
っ

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
事
故
収

束
に
は
時
間
が
か
か
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
ひ
と
り

の
人
間
と
し
て
こ
の
講
演

会
を
聞
き
な
が
ら
何
か
協

力
出
来
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

左
か
ら
、
渡
辺
３
等
陸
佐 

葉
木
沢
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

今
後
、
都
高
Ｐ
連
で
作

成
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
届

け
先
に
関
し
て
は
、
被
災

県
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
予
定

し
て
お
り
、
現
在
、
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
高
Ｐ
連
に

検
討
を
進
め
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

甘
い
香
り
が
す
る
中
で 

黙
々
と
作
業 

 

 

袋
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ 

を
貼
り
付
け
る 

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
、
ま
ず
は
ク
ッ
キ
ー
作

り
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

２
月
11
日
、
東
大
和
市

中
央
公
民
館
に
集
ま
っ
た

参
加
者
は
、
災
害
復
興
対

策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
７
名
。
生
地
づ
く

り
、
オ
ー
ブ
ン
で
の
焼
き

を
経
て
乾
燥
さ
せ
、
作
っ

た
ク
ッ
キ
ー
は
全
部
で
６

５
０
枚
程
度
。
そ
れ
を
３

枚
１
セ
ッ
ト
に
し
て
袋
詰

め
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
て
２
０
０

袋
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ク
ッ
キ

ー
を
仕
上
げ
ま
し
た
。 

生
地
づ
く
り
か
ら
ダ
ン

ボ
ー
ル
へ
の
梱
包
を
含
め

る
と
３
時
間
。
１
つ
ひ
と

つ
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
し

っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
の

作
業
で
い
た
が
、
予
想
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

ク
ッ
キ
ー
の
味
も
上
出
来

（
大
き
な
間
違
い
が
な
い

限
り
、
大
抵
は
お
い
し
く

で
き
ま
す
）。 

 

こ
の
日
に
作
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
ク
ッ
キ
ー
は
、
ス

イ
ー
ツ
の
会
の
届
け
先
に

合
流
し
、
３
月
11
日
、
福

島
県
い
わ
き
市
で
行
わ
れ

る
震
災
関
連
行
事
で
配
布 

 
大
山
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

葉
木
沢 

浩
子 

 

１
月
14

日
（
土
）
午
前

10

時
か
ら
大
山
高
校
視
聴

覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
陸

上
自
衛
隊
化
学
学
校
渡
辺

３
等
陸
佐
を
講
師
に
お
招

き
し
て
、「
福
島
原
子
力
発

電
所
災
害
に
派
遣
さ
れ

て
」
と
い
う
題
目
で
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
は
、
都
高
Ｐ

連
・
中
部
北
地
区
協
賛
講

演
会
と
し
て
、
中
部
北
地

区
の
学
校
か
ら
も
保
護
者

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

東日本大震災 復興支援活動 

被災地に応援メッセージを 

届けよう！ 

都高 P連・災害復興対策委員会 

 

災
害
復
興
対
策
委
員
会

で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
に
対
し
、
息
の
永

い
継
続
で
き
る
復
興
支
援

の
取
り
組
み
を
め
ざ
す
べ

く
検
討
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
応

援
の
一
言
を
添
え
た
手
作

り
ク
ッ
キ
ー
を
被
災
地
に

届
け
よ
う
と
い
う
活
動
で

す
。 昨

年
５
月
か
ら
手
作
り

ク
ッ
キ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
現
地
に
送
る
活
動
を
続

け
て
い
る
東
大
和
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
構

成
し
た
『
ス
イ
ー
ツ
の
会
』

の
代
表
、
内
田
裕
子
さ
ん 



 
 

 

 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
地
元
の

閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
と
合
同
練
習
。
同
校
と
の

交
流
は
今
も
続
い
て
い
る 

 

 

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
来
場
客
に
配

布
し
た
う
ち
わ
。
部
員
の
手
書
き

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て

い
る 

 

 

 

 

 

 

都
高
Ｐ
連
や
全
国
の
県

連
を
通
し
全
高
Ｐ
連
に
集

め
ら
れ
た
義
援
金
は
、
被

災
県
の
高
Ｐ
連
に
配
分
さ

れ
、
県
高
Ｐ
連
か
ら
震
災 

 
東日本大震災の義援金について(全高Ｐ連) 

 

前
号
（
第
67

号
）
で
、

昨
年
の
夏
に
被
災
地
入
り

し
、
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
た
富
士
森
高

校
吹
奏
楽
部
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
校
か
ら
現
地
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
地
元
中
学

校
と
の
交
流
、
ポ
ス
タ
ー

や
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
配
布

物
な
ど
の
写
真
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
富
士
森
高
校
吹
奏

楽
部
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
弾

と
し
て
、
写
真
を
中
心
に

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

写
真
掲
載
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
吹
奏
楽
部
顧
問

の
田
戸
正
彦
先
生
、
ダ
ン

ス
部
顧
問
の
神
田
ま
り
子

先
生
、
並
び
に
学
校
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

遺
児
や
被
災
校
へ
の
支
援

金
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ど
ん
な
状
況
下
に
お
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
次

代
を
担
う
に
足
る
育
成
環

境
を
保
証
し
て
い
く
の

は
、
私
た
ち
大
人
全
員
の

責
務
で
す
。
被
災
地
の
復

興
は
何
年
か
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
義
援
金
活
動

も
ま
た
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

全国の公立高校単位ＰＴＡ、ＰＴＡ連合会から社団

法人全国高等学校ＰＴＡ連合会に寄せられた義援金

の累計額は、平成 24年 1月 17日現在で、 

１１１，８９１，９５１円 
となりました。 

第 1次配分として昨年 6月、青森県、岩手県、宮城

県、福島県、茨城県の 5県ＰＴＡ連合会に、第 2次配

分として昨年 9月、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、

千葉県、長野県、新潟県の 7県ＰＴＡ連合会に渡され

ました。最終的には第 3次配分まで実施される予定で

す。 

 
都高Ｐ連では、義援金を随時受け付けております。 

詳しくはホームページをご覧ください。 

 

義援金で震災

遺児や被災校

を支援 

 

東日本大震災 復興支援活動 

被災地に響く絆のメロディ 

音楽は心をつなぐ！― 第 2弾 
富士森高校吹奏楽部 

 

2011年 8月 28日、コンサート会場となった宮城県名取市の漁港で熱演する富士森高校吹奏楽部 



 

提
出
さ
れ
た
議
案 

議
案
１ 

第
６
条
２ 

議
案
２ 

第
10
条 

議
案
３ 

第
10
条
２ 

 

審
議
の
結
果
、
１
～
３

号
議
案
す
べ
て
、
出
席
者

の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成

が
得
ら
れ
可
決
し
ま
し

た
。
改
正
さ
れ
た
条
文
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。 

議案 条文 現行 改正後 

1 第 6条 2 

会長および副会長は、選挙当日の

加盟高等学校の現職 PTA 会長か

ら選出する。 

以下省略 

会長は、選挙当日の加盟高等学

校の現職 PTA 会長から選出す

る。 

以下省略 

2 第 10条 

前条の規定に基づき、会長または

副会長の解任があったときは、選

挙規定に基づき選出するものと

する。 

以下省略 

前条の規定に基づき、会長の解

任があったときは、選挙規定に

基づき選出するものとする。 

以下省略 

3 
第 10条

2 

地区長、理事、評議員並びに監事

を解任した地区ＰＴＡ連合会は、

速やかに後任者を選出し、本会に

届けなければならない。 

副会長、地区長、理事、評議員

並びに監事が欠員となった場

合の後任者選出は細則による。 

 付則 
 平成 24年 2月 12日改正 同年

2月 13日施行 

可決された会則改正の議案 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
の
お
願
い 

 
 
 
 
 

 

 

東
京
都
教
育
庁
指
導
部 

主
任
指
導
主
事 

藤
井
氏 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
こ

こ
数
年
、
文
部
科
学
省
が

大
変
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
教
育
で
す
。
例

え
ば
、
中
学
校
で
は
職
場

体
験
と
し
て
３
日
か
ら
１

週
間
位
、
近
所
の
商
店
や

会
社
に
行
き
職
場
体
験
を

し
ま
す
。
高
校
に
入
る
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、

子
ど
も
一
人
一
人
が
社
会

的
・
職
業
的
な
自
立
に
向

け
て
必
要
と
な
る
能
力
や

態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
教
育
の
こ
と
で

す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
学
校
を
卒
業
し

て
将
来
の
目
的
と
生
き
方

に
つ
い
て
の
考
え
を
し
っ

か
り
持
ち
、
社
会
に
巣
立

つ
た
め
の
教
育
を
行
う
こ

と
で
す
。 

近
年
、
ニ
ー
ト
・
フ
リ

ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
文
科

省
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
目
的
を
明
確
に
学 

 

都会長会 
平
成
24

年
２
月
12

日

に
、
臨
時
総
会
が
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
総
合
青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

臨
時
総
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

間
近
に
迫
っ
た
来
年
度

の
副
会
長
選
出
を
速
や
か

に
行
う
た
め
の
会
則
改
正

を
審
議
す
る
臨
時
総
会
で

す
。 去

る
、
平
成
22
年
11
月

２
日
運
営
委
員
会
に
お
い

て
、
副
会
長
選
挙
の
廃
止

を
決
定
し
、
か
つ
同
運
営

委
員
会
に
て
副
会
長
規
定

が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
副
会
長
選
挙
に

関
わ
る
会
則
の
改
正
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。 

校
教
育
の
中
で
教
え
る
こ

と
が
大
切
と
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は
既

存
の
教
科
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
い
う
授
業
や
教
科
書

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

ど
う
い
う
風
に
教
え
る

か
と
い
う
と
、
学
校
と
い

う
狭
い
社
会
で
は
な
く
、

地
域
や
家
庭
で
見
守
り
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

働
く
事
の
大
切
さ
等
保
護

者
の
考
え
方
が
、
子
ど
も

達
の
人
格
形
成
や
キ
ャ
リ

ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。 

保
護
者
は
地
域
で
働
く

職
業
人
で
あ
り
、
地
域
に

色
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
っ
て
い
る
。
そ
う
言
っ

た
意
味
で
も
、
学
校
と
地

域
の
方
や
保
護
者
が
連
携

を
取
っ
て
い
け
ば
、
子
供

達
の
良
き
先
生
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

教
育
庁
で
は
、
地
域
の

方
や
保
護
者
の
方
々
が
学

校
で
活
躍
で
き
る
専
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
と
か
く
、
保
護
者

は
学
校
に
入
り
に
く
い
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
学

校
が
地
域
の
方
を
受
け
入

れ
、
学
校
の
先
生
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は

研
修
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
研
修
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

取
得
し
た
う
え
で
、
学
校 

で
活
躍
し
て
頂
き
た
い
。 

東
京
都
教
育
委
員
会
と

し
て
も
、
今
後
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
つ
い
て
は
勢
力
的

に
進
め
る
予
定
で
す
の

で
、
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

   

都
立
高
校
改
革
推
進
計
画

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

 

 

東
京
都
教
育
庁
都
立
学
校
教
育

部 

都
立
高
校
改
革
推
進
担
当

課
長 

星 

政
典
氏 

 

２
月
９
日
に
都
立
高
校

改
革
推
進
計
画
第
１
次
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
概
要
に
つ
い
て
、

教
育
庁
都
立
高
校
改
革
推

進
担
当
課
長
星
様
に
ご
説

明
頂
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
９
月
に
発
行
致
し

た
『
都
立
高
校
白
書
』
で

は
、
都
立
高
校
が
今
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
、

解
決
す
べ
き
課
題
は
何
か

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

都
立
高
校
生
の
学
力
や
体

力
、
規
範
意
識
、
職
業
的

自
立
意
識
、
教
員
の
資
質 

 

会則改正の審議中 

 

国立オリンピック記念 

青少年総合センター 



 

 

真
剣
な
眼
差
し
で
聴
講 

 

都
立
高
校
改
革
に
つ
い
て

の
質
疑
応
答 

 
 
 
 
 
 

 

質
問 

少
子
化
と
な
れ

ば
、
希
望
し
た
人
は
全
員

入
学
で
き
る
の
で
、
そ
の

ま
ま
の
規
模
を
維
持
し
て

頂
き
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
論
議
は

あ
っ
た
の
か
。 

答 

東
京
は
半
数
が
私
立

高
校
。
事
前
に
、
都
立
学

校
と
私
立
学
校
が
協
議
を

し
、
学
級
数
を
決
め
て
い

る
。
受
け
入
れ
る
生
徒
が

減
っ
た
の
で
、
学
級
数
の

少
な
い
学
校
が
い
く
つ
か

で
き
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

学
校
数
を
減
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
。
18
～
24
ク
ラ
ス

を
適
正
と
考
え
て
い
る
。 

の
親
等)

だ
か
ら
こ
そ
、
良

い
面
が
あ
る
と
思
う
。
研

修
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
な
る
と
、
今
ま
で

の
よ
う
な
知
ら
な
い
人
の

講
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ど
う
し
て
も
研
修
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。 

◎
全
体
と
し
て
、
ど
ん
な

子
ど
も
を
育
て
た
い
の

か
。 

 

以
上
の
質
問
事
項
は
、

都
教
委
に
お
尋
ね
い
た
し

ま
し
た
。
回
答
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で

す
。 

 

 

 

 

◎
カ
ッ
パ
置
き
場
を
作
っ

て
も
、
盗
難
の
心
配
が
あ

り
管
理
で
き
な
い
。 

◎
自
転
車
置
き
場
に
屋
根

の
あ
る
学
校
は
多
く
な
っ

て
い
る
。
屋
根
に
カ
ッ
パ

を
か
け
る
フ
ッ
ク
を
作
成

し
、
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。 

 [

テ
ー
マ
２] 

 
 
 
 
 
 

 

自
転
車
事
故 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
王
子
総
合
高
校 

開
校
１
年
目
に
し
て
、
３

件
の
事
故
。
生
徒
が
す
べ

て
悪
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
大
人
に
対
し
て
き
ち

ん
と
説
明
で
き
な
い
。 

◎
深
沢
高
校 

今
年
１
年
か
ら
３
件
の
事

故
。
狭
い
道
路
の
す
れ
違

い
ざ
ま
の
事
故
が
多
い
。

補
償
制
度
の
申
請
書
類
が

複
雑
。 

 [

テ
ー
マ
３] 

 
 
 
 
 
 

 

都
立
高
校
改
革 

 
 
 
 

◎
大
学
の
９
月
入
学
に
つ

い
て
、
都
立
高
校
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

◎
大
学
と
の
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

就
職
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
（
企
業
の
求
め
る
人

材
） 

◎
教
員
の
年
齢
層
に
偏
り

が
あ
る
が
、
是
正
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

◎
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
講
師

は
研
修
を
受
け
て
資
格
を

取
る
シ
ス
テ
ム
に
な
る
の

だ
が
、
身
近
な
講
師(

友
達 

講
演
・
講
師 

 
 
 
 
 

 

鞠
村
奈
緒
さ
ん(

元
宝
塚

歌
劇
団
） 

 

１
９
７
９
年
に
宝
塚
歌

劇
団
65

期
生
と
し
て
入

団
、
１
９
９
５
年
の
退
団

ま
で
星
組
で
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
童
謡
コ

ン
サ
ー
ト
、
昔
話
の
朗
読

を
通
し
て
、
時
代
が
変
わ

っ
て
も
大
切
な
何
か
を
、

次
の
世
代
に
伝
え
続
け
て

い
ま
す
。 

 

 

高
校
生
舞
台
発
表
・
展
示 

 

当
日
は
舞
台
上
で
合
唱

や
ダ
ン
ス
、
会
場
内
で
は

茶
道
、
華
道
、
書
道
な
ど

の
生
徒
の
活
動
発
表
を
行

う
予
定
で
す
。 

 

第３回全 
 

 

☆お知らせ ☆ 
第 24 回東京地区大会 

高等学校ＰＴＡ連合会大会 

テーマ  和をもって響き合え！ 

「親から子へ」～未来につなぐ～ 
 

平成 24 年 7月 14 日(土) 

13:00～16:00(予定) 星陵会館 

能
力
、
学
校
の
経
理
体
制

等
多
方
面
に
わ
た
る
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
都
立
高
校

に
対
す
る
期
待
に
こ
た
え

る
た
め
、
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
個
々
の
生
徒

に
着
目
し
て
い
き
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
の
能
力
を

明
ら
か
に
し
て
、
伸
ば
す

教
育
を
実
践
し
て
い
く
方

針
を
固
め
ま
し
た
。 

新
社
会
人
と
し
て
自
立

し
た
人
間
の
育
成
を
大
き 

な
目
的
と
し
て
新
た
な
都

立
高
校
改
革
推
進
計
画
・

第
１
次
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。 

内
容
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

ア
ド
レ
ス
： 

h
t
t
p
:
/
/
w
ww
.
m
e
t
ro
.
t
o
k

y
o
.
j
p
/
I
N
ET
/
K
E
I
KA
K
U
/
2

012/02/70m29100.htm 

質
問 

教
員
の
年
齢
構
成

で
、
44

歳
以
下
の
教
員
が

少
な
い
の
は
ど
う
し
て

か
。
私
立
と
の
関
係
は
ど

う
か
。 

答 

子
ど
も
の
数
が
増
え

た
時
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

教
員
を
採
用
し
て
い
る
。

そ
の
後
子
ど
も
が
減
っ
た

の
で
採
用
が
減
っ
た
。
今

現
在
は
、
退
職
さ
れ
る
先

生
が
増
え
た
の
で
、
若
い

先
生
が
増
え
て
き
て
い

る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
の

指
導
ス
キ
ル
を
若
い
先
生

に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

若
い
先
生
に
理
解
が
得
ら

れ
る
研
修
を
考
え
て
い

る
。 

 

質
問 

公
費
に
よ
る
海
外

留
学
の
規
模
、
期
間
、
単

位
の
取
得
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。 

答 
留
学
の
事
前
に
講
習 

を
受
け
、
一
定
の
目
的
を

持
っ
て
留
学
す
る
。
行
っ

た
と
き
に
も
、
都
教
委
が

世
話
、
大
学
と
も
連
携
し
、

日
本
に
戻
っ
た
時
に
困
ら

な
い
よ
う
に
す
る
予
定
。 

 

情
報
交
換
会 

 
 
 
 
 
 
 

テ
ー
マ
ご
と
に
、
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 [

テ
ー
マ
１] 

 
 
 
 
 
 

雨
天
時
の
カ
ッ
パ
置
き
場 

 
 
 
 
 

◎
カ
ッ
パ
置
き
場
の
あ
る

学
校
は
無
。 

 

 

平成 24年 2月 12 日 

複数のチームに分かれて、活発な情報交換をしました 



 

 
永井地区長 

平成 24年 1月 27日、サンシャイン 60にて、中部北

地区賀詞交歓会を開催しました。各校から、校長、副

校長、ＰＴＡ関係者が参加され、総勢 80名の規模とな

りました。メインイベントでは、恒例の学校紹介があ

り、笑いが絶えない会となりました。その様子を写真

でご紹介します。 

 

 
 

 

中部北地区 

賀詞交歓会 
 

平成２４年１月２７日（金） 

サンシャイン６０ 

 
飛鳥高校 

 
井草高校 

 
板橋高校 

 
北園高校 

 
王子総合高校 

 
大泉高校 

 
大山高校 

 
鷺宮高校 

 
田柄高校 

 
豊島高校 

 
練馬工業高校 

 
農芸高校 

 
文京高校 

 
武蔵丘高校 

 
５８階からの夜景 



   

法
（
他
薦
、
自
薦
）
や
人

数
に
つ
い
て
」
、
「
委
員
会

（
理
事
会
、
常
任
員
会
）

の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
回
数

な
ど
」
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

対
す
る
交
通
費
の
支
給
に

つ
い
て
」
、
「
学
校
行
事
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り
方
」
な

ど
。
と
く
に
事
前
テ
ー
マ

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
集
ま
っ

た
各
校
の
悩
み
や
課
題
を

出
し
合
い
、
各
校
の
や
り

方
と
知
恵
を
出
し
合
う
と

い
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。 

交
換
会
の
後
、
各
テ
ー

ブ
ル
代
表
者
の
発
表
が
あ

り
、
共
通
し
て
い
ち
ば
ん

多
か
っ
た
悩
み
は
会
計
処

理
で
す
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を

ど
う
集
め
る
か
」「
交
通
費

を
ど
う
支
給
す
る
か
」「
総

合
補
償
の
加
入
の
仕
方
」

「
通
信
費
は
払
う
の
か
」

「
非
会
員
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
香
典
を
出
す
の
か
」

な
ど
。
各
校
が
よ
り
よ
き

解
決
策
を
見
出
す
た
め
に

は
、
都
高
Ｐ
連
レ
ベ
ル
で

の
情
報
交
換
が
必
要
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

他
に
、
雨
ガ
ッ
パ
の
置

き
場
に
困
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ 

Ａ
が
多
い
こ
と
も
わ
か
り 

ま
し
た
。
雨
天
時
に
傘
を

差
し
て
自
転
車
に
乗
る
こ

と
は
道
路
交
通
法
で
禁
止

さ
れ
、
生
徒
は
カ
ッ
パ
を

着
用
す
る
し
か
な
い
の
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校

に
は
カ
ッ
パ
置
き
場
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
自

転
車
事
故
の
急
増
は
す
で

に
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
都
高
Ｐ
連
と
し
て
も

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

  

 

８
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
活
発

な
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た 

 

平
成
24
年
１
月
９
日

（
月
）
、
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
西
部
北
・
南
地

区
の
合
同
情
報
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
活
発

な
両
地
区
の
活
動
を
象
徴

す
る
よ
う
に
、
当
日
会
場

に
集
結
し
た
単
Ｐ
役
員
お

よ
び
理
事
は
西
部
北
地
区

が
40
名
、
西
部
南
地
区
が

28
名
の
計
68
名
。
大
盛
況

の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。 

羽
生
田
西
部
北
地
区

長
、
渡
辺
西
部
南
地
区
長

の
挨
拶
の
後
、
８
つ
の
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
情
報

交
換
会
を
開
始
。
あ
ら
か

じ
め
用
意
さ
れ
た
テ
ー
マ

は
「
本
部
役
員
の
選
出
方 

 

 

西部北・南地区 

合同情報交換会 
 

平成２４年１月９日（月） 

立川グランドホテル 

 



 

 

 

都高Ｐ連  ホームページ 

URL www.tokoupren.org 
                    

都高Ｐ連  事務局メールアドレス 

jimukyoku@tokoupren.org 
                           

１
月
11

日
マ
ッ
ト
・
テ

イ
ラ
ー
監
督
を
お
迎
え
し

「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
映
画
鑑
賞
と

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
都
高
Ｐ
連
と
し
て
、

こ
の
行
事
を
実
行
し
た
理

由
は
３
つ
あ
り
ま
す
。 

 

１
つ
目
は
、
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
必
要
性
と
意
義
、
意
味
、

役
割
、
子
ど
も
に
対
す
る
影

響
力
を
考
え
る
き
っ
か
け

作
り
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
。 ２

つ
目
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
、
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
重
点
施
策
26
に
対
し
て

何
等
か
の
役
割
を
担
う
組

織
活
動
が
出
来
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
。 

そ
し
て
３
つ
目
は
、
日
本

の
僧
侶
た
ち
が
世
界
最
初

の
原
爆
実
験
が
行
わ
れ
た

「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
」

ま
で
の
砂
漠
、
山
、
２
５
０

以
上
の
街
を
越
え
灼
熱
の 

社
団
法
人 

全
国
工
業

高
等
学
校
学
校
長
協
会
主

催
、
東
京
都
立
工
業
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
後
援

で
開
催
致
し
ま
し
た
。 

若
者
の
製
造
業
離
れ
が

進
み
、「
も
の
づ
く
り
」
技

術
・
技
能
の
継
承
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
な
か
、
持
続

的
な
発
展
を
維
持
す
る
た

め
に
、
産
業
の
発
展
を
支

え
る
技
術
・
技
能
水
準
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

若
年
技
術
・
技
能
労
働
者

を
確
保
し
、
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。 当

日
は
全
国
か
ら
工
業

系
の
研
鑽
を
積
む
高
校
生

が
一
堂
に
会
し
て
、
旋
盤

作
業
・
自
動
車
整
備
・
電

気
工
事
・
電
子
回
路
組

立
・
化
学
分
析
・
木
材
加 

ぜ
ひ
単
Ｐ
や
地
区
の
研

修
会
な
ど
で
子
ど
も
た
ち

を
交
え
て
映
画
鑑
賞
や
意

見
交
換
会
を
実
施
頂
き
、
互

い
の
意
見
を
交
わ
し
成
長

に
繋
げ
て
行
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
マ
ッ

ト
・
テ
イ
ラ
ー
監
督
も
時
間

が
合
え
ば
気
軽
に
来
日
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
素
敵
な
時
間
を
共

有
し
て
く
だ
さ
い
。 

因
み
に
私
は
長
崎
に
あ

る
「
原
爆
の
火
」
を
子
ど
も

と
一
緒
に
見
に
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

記 

副
会
長 

渋
谷 

中
２
５
０
０
キ
ロ
を
祈
り

な
が
ら
行
脚
し
、
目
的
地

に
向
か
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
物
語
で
あ
っ
た
こ
と

で
す
。 

 

 

  

こ
の
映
画
を
見
た
後
、

監
督
を
交
え
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

場
に
い
た
誰
も
が
自
分
た

ち
に
出
来
る
こ
と
を
模
索

し
行
動
に
移
そ
う
と
思
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
、
そ
ん
な
感
動
が
こ

の
映
画
に
は
有
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。 

 

 

第 11 回高校生 

ものづくりコンテスト 

全国大会（東京大会） 
 

平成 23 年 11月 19 日・20日 

都立城東職業能力開発センター 

及び都立葛西工業高等学校 

平成２３年度 都高Ｐ連スローガン  

原点から見つめる子どもたちと私たち 
                      

今後のスケジュール 
4/20(金) 第 4 回運営委員会 

5/11(金) 新旧運営委員会 

5/18(金) 新旧全都会長会 

工
・
測
量
の
７
部
門
に
分

か
れ
て
、
技
術
・
技
能
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
熱
気

に
あ
ふ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト

は
大
成
功
で
閉
会
致
し
ま

し
た
。 

 
 

 

記 

工
芸
高
校 

 
 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

武
内 

 

 

 

 

 

 

即席サイン会 

 

GATE映画鑑賞と 

意見交換会を終えて 
 

平成 24 年 1月 11 日 

国立オリンピック記念 

青少年総合センター 

マット・テイラー監督 

 

大勢のギャラリー 

司会：渋谷副会長 

写真提供：荒川工業高校 


